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	東北大学原子分子材料科学高等研究機構(AIMR)の末永智一教授、環境科学研究科の伊野浩介助教の研究グループは、多数の細胞の活性を同時にモニタリングできる、微小なチップデバイス注1）の開発に成功しました（図１）。胚性幹細胞（ES細胞注2））の分化過程の測定を効率的に行えるようになるなど、生化学・医療などの分野への応用が期待されます。
	ES細胞の培養や、大腸菌によるタンパク質の発現をさせる際には、培養した多くの細胞の中から、実際に医療や実験に使える”有用な細胞”を分別することが重要な課題となっています。有用細胞を分別する手法の1つとして、細胞に由来する化学物質の濃度を測定することで細胞の状態を判別する電気化学測定法注3）が用いられています。しかし、多数の細胞に対して同時に電気化学測定を行うためには、細胞の数と同数のセンサと電極が必要であったため、チップデバイス全体が大きくなってしまうことが実用化に向けた大きな課題でした。
	本研究グループは、電極を格子状に配置し、局所的にレドックスサイクル注4）と呼ばれる電気化学測定法を組み込むことで、チップ全体を飛躍的に小型化することに成功しました。さらに、このチップデバイスを用いることで、マウスES細胞から作製された胚様体の分化過程を、連続的にモニタリングすることが可能であることを示しました。電気化学測定法は、同じく有用細胞の分別に使われる光学的な手法に比べ高感度での測定が可能なため、分化過程の詳細なモニタリングが可能になるなど様々な応用が期待できます。
	本研究成果は、5月25日にドイツ化学会誌Angewandte Chemie International Edition電子版に掲載されました。
	【研究背景と経緯】

